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けいはんな万博 2025
後半戦もイベント盛りだくさん！

　けいはんなでは、国際連携が進み、先端技術や革新的なアイデアを実社会で試すことができる実証環境と
共創の基盤が整っています。こうした環境のもと、国内外からスタートアップやイノベーションプレイヤーが
集まり、少子高齢化や環境問題といった社会課題の解決に日々挑戦しています。

最新情報は
WebをCHECK！

https://keihannaexpo.org/
※予定は変更となる可能性があります

スタートアップフェス
世界をつなぎ、未来を創る。イノベーターが集う共創フェス

けいはんな
オープンラボ・テックツアー
〔小 ～ 大学生向け〕

　本イベントでは、この地域の特長を最大限に活かし、ス
タートアップ、企業、大学、支援機関、地域社会が一堂に会
して、「未来を形にする」出会いと共創を創出します。

　当日は、地域の協力を得て社会実装に取り組むスタート
アップが、プレゼンテーションや展示・体験デモを通じて取
り組みを紹介する「スタートアップPoCチャレンジ」をはじ
め、共創パートナーを募る大手企業の「リバースピッチ」、
日本市場参入を目指す海外スタートアップの「グローバル
スタートアップピッチ」、日台混合チームによる「学生課題
解決コンテスト」など、充実のプログラムを展開します。

　未来を共に創る仲間との出会いがきっと待っています。
ぜひご参加ください！

　普段は立ち入ることのできない最先
端研究施設やものづくり企業、また和束
町での茶畑体験など、多彩なスポットで
見学や体験をしていただくことで“学び
を刺激する”プログラムです。

スタートアップフェス
https://keihannaexpo.org/festival3/#fes

オープンラボ・テックツアー
https://openlab-techtour.com/

夢洲へ
行こう！

　大阪・関西万博後半にも、けいはんな万博の取り組み紹介や注
目のスタートアップが登場します。

7/28㈪-8/3㈰　   関西パビリオン京都ブースへの出展
9/17㈬-18㈭  　    Global Startup EXPO2025
9/19㈮, 9/30㈫    けいはんな万博in夢洲

けいはんなプラザ

大阪・関西万博 会場

10月にビジネス・一般向けも開催します。

25㈮7／

7㈭8／

8㈮・
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田中 耕一 氏山中 伸弥 氏

　「サイエンス」「テクノロジー」「教育」をアートでつなぐ芸
術祭。「とびら」をテーマに、アーティスト独自の視点から生
み出される作品が、日常のまちの中に出現します。ここでし
か見られない景色と出会ってください。

　共にノーベル賞受賞者である京都大学iPS細胞研
究所名誉所長・教授の山中伸弥氏と島津製作所エグ
ゼクティブ・リサーチフェローの田中耕一氏をお招き
して、けいはんなの地で初顔合わせとなるシンポジウ
ムを開催します。
　本シンポジウムでは、時代を担う若い世代へのエー
ルを送るとともに、人間と科学技術が共生し、より良
い未来を切り拓くための智恵を共に探ります。高校
生、大学生、若手研究者、子育て世代など一般参加者
にも登壇いただき、世代や立場を超えた活発な意見
交換をそのきっかけとします。この機会をぜひお見逃
しなくご参加ください。

木津川アート
https://kizugawa-art.com/

参加申し込み方法など、詳細はこちら！

詳細・参加申込はこちら

国際高等研究所
https://www.iias.or.jp/

8/1㈮-3㈰ 　  きょうと国際学生サミット

8/4㈪-6㈬  　地球環境ユースサミット

9/8㈪-11㈭ 　けいはんな大学サミット

9/16㈫-18㈭   「生命の起源」国際シンポジウム

木津川市役所周辺、けいはんな精華・西木津地区

けいはんな初
ノーベル賞対談

けいはんな万博2025シンポジウム

 「不確実性とともに生きるー未来への鍵」

木津川アート2025

海外の学生も参加するサミットや、シンポジウムなどを、国際色豊かに開催します。

21㈰ 9／

27㈯9／

13㈪ 10／

▶



近頃、ぼくたちの暮らしに欠かせない『食』の大切さ、『農業』を始めること・続けることの難しさについて改めて感じるような出来事
やニュースをよく耳にするようになったよね。生駒市でおこなわれている『農業』と『人』をつなぐ取り組みを見学したよ！

【自然や農業にふれて、新しい週末の楽しみ方を！】

　「誰でも気軽に自然とふれあえるイベント」を積極的に開催している、一般社団法
人『ひらく』の代表・町矢さん。『ひらく学校』という学びの場を運営されていて、デ
ザインやアート、食や農業などのさまざまな体験を通し、参加した人が自分の進みた
い道や世界に出会っていくという就労支援を行われているんだ。

　その活動の中で町矢さんが主催しているイベントのひとつが、誰でも参加できる
『竹林ツアー』。高山地区にある竹林を整備する体験から、自分たちで切った竹を
使ってコップやお箸をつくるイベントだよ。ツアーには音楽家が同行して、竹林で生
演奏を楽しむ時間もあるんだって！
　さらに最近は、誰でも気軽に農業に関われる場づくりも積極的に行っているそう
だよ。「自分で体を動かしての収穫体験やその場で野菜を食べるなど、日常から離れ
た体験を誰でも気軽に楽しむことで、農業との関わり方って色々あるんだなぁという
ことを知ってもらいたいです」と、町矢さん。

　「ご家族や友達と気軽に参加できる新しい週末の過ごし方として、竹林ツアーや農
業体験などのイベントが新感覚のテーマパークみたいな存在になることを目指したい
なぁ」と、色んな形での農業との関わり方についてお話しされていたよ。

【農家の担い手を未来へつなぐ】

　そんな町矢さんと連携して、先日野菜の収穫体験の場づくりをおこ
なったという未来農業研究所の森田さん。農家をしながら、いこま
ファーマーズスクールでは講師もされているそうだよ。より多くの人に
野菜作りの楽しさを知ってもらい、少しでも多くの人が農業に関わっ
ていってくれたらという思いで講義をされているんだ。まずはしっかり
と野菜を作ることを目的として、そのために実習と座学の講義を行っ
ているそうだよ。また、奈良県から委託されて職業訓練校で講義をさ
れたときには、どうしたらお客さんに選ばれるかなどの販売に関する
ことまでサポートをされていたんだって。

　「いきなり農家を始めよう！というのはハードルがやっぱり高いです
よね。少しでも興味があるという人に、ちょっとずつ関わってもらうこ
とで、担い手不足に歯止めがかけられたらと思っています」とのこと。
生駒市では色んな立場の人が連携して、農業と町の人をつなげていた
よ。そうして『食』への関心を持つ人が増えることが、より豊かな食生
活へとつながっていくのかもしれないね。

生駒市編
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【ヤギがつくるコミュニティ】

　高山地区を歩いていたら、民家の合間にヤギたちが現れた！
　「このヤギたちは循環型農業の中で大きな役割を担っているんですよ」とお話ししてくださったのは、飼い主でもあるTSUMUGIファームの榊
さんご夫婦。地区の高齢化で荒れてしまっている農地を復活させたいという思いから始められたという循環型農業。なんと、ヤギ１頭につき2畳
ほどの雑草地を１時間でキレイに食べてくれるんだって！そうして農地に生えた雑草を食べたヤギのフンが、今度はそのまま畑の大切な肥料に
なるんだ。草刈機などを使わず、自然の力だけで農地がいい感じになっちゃう！ということだね。

　「ヤギたちは他の自治体から依頼があれば派遣もしているんです。雑草を食べてもらうためにでもあるし、イベントでは小さな子供たちが自然
とふれあえる場づくりも担っているんですよ」とのこと。地元の人のコミュニティづくりにも一役買っているというヤギたち。雑草をむしゃむしゃ
食べて農業のお手伝いをするだけでなく、みんなの憩いの場づくりもできるなんてエライなぁ。がんばれ、ヤギさんたち！

けいちゃん・はんちゃん・なぁちゃんの3人が、けいはんな学研都市の8市町（精華町、木津川市、京田辺市、枚方市、交野市、四條畷市、奈良
市、生駒市）を訪問します。
けいはんなView Vol.65では、生駒市を訪問しました。

イラスト・記事制作　
おおえ さき
イラストレーター、マンガ家、ラジオDJ。
京都市出身。
著書『ショート・ショート・キョート』発売中。
FMKYOTO『FLOWER HUMMING』
毎週日曜20時からOA中。
SNSにて作品更新中！   
X / Instagram  @ohyeah_saki
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ひらく学校

未来農業研究所

TSUMUGIファーム



10

けいはんな発イノベーション

　東京大学の香取教授が考案した光
格子時計は、魔法波長という特性を持
つ特別なレーザーで作った「光格子」
に極低温に冷却した原子を閉じ込める
ことで、非常に高い精度を実現した原
子時計です。この時計は、世界標準時
の生成や、巨大地震の原因となるス
ロースリップの観測、次世代の高速通
信など、未来の社会に役立つ技術とし
て期待されています。日本の研究機関
がこの技術の開発をリードしており、
他の国に比べて圧倒的な進展を見せ
ています。

　2030年には「秒」の定義が変わる予
定で、現在の基準であるセシウム原子
時計よりも100倍以上の精度を持って
いる光格子時計がその候補となってい
ます。2026年に開催される国際度量衡
総会では、その時点で社会実装されて
いる時計から2030年以降の秒を定義
する方式が決まる公算が高く、世界に
先駆けて光格子時計を開発する意義
は大きいものです。
　当社は2017年から香取教授と共同

で光格子時計の社会実装
に向けた小型化に取り組
んでおり、2020年には東
京スカイツリーを利用し
てアインシュタインの一
般相対性理論の実証実
験を実施しました。これ
は、最初は実験室から動
かせなかった大型の装置
を、機能ごとに超小型モ
ジュール化し、それぞれに耐久性を持
たせることで可能になったものです。現
在では、車で持ち運びできる250Lまで
縮小することに成功しています。
　光格子時計には7台のレーザーが搭
載されています。これらは極めて繊細
な取り扱いが必要で、研究者が常に付
き添って調整する必要がありました
が、新たに開発したレーザーの自動復
帰機能により、無人でも長時間連続運
転ができるようになりました。

　地上450mの東京スカイツリーの展
望室では、重力ポテンシャルの違いに
より一日当たり地上より10億分の4秒

早く進みます。同様に地上1cmでは1兆
分の1秒です。この微小な時間差を光格
子時計で測定することで、これまで見え
なかったゆっくりしたプレート運動や
火山活動による地下の現象の監視に
使えるのではないかと期待されていま
す。また様々な場所に正確な時間を配
信することで、より正確な自動運転や
通信の高速化など、未来の社会にとっ
て非常に重要な役割を果たすことが期
待されています。
　本研究は2018年から、科学技術振
興機構(JST)未来社会創造事業「クラ
ウド光格子時計による時空間情報基盤
の構築」(JPMJMI18A1)の支援を受け
て行われています。

ストロンチウム光格子時計
「Aether clock OC 020」（イーサクロック）

重力による時間遅れ効果を利用した重力ポテンシャル測定

マグマ流入などの
火山活動の測定

スロースリップなどの
地殻変動の測定

ストロンチウム光格子時計が変える世界
株式会社島津製作所 基盤技術研究所 先端分析ユニット

 

株式会社島津製作所 基盤技術研究所 
先端分析ユニット 副ユニット長　東條 公資

島津製作所
https://www.shimadzu.co.jp/

光格子時計プレスリリース 
https://www.shimadzu.co.jp/news/
2025/-oqneexd8997ms8u.html 
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「RITE未来の森」へ行ってみた！
けいはんなView編集部

「RITE未来の森」は、革新的な技術を間近で見られる、大阪・関西万博の注目のパビリオンです。ここでは、①大気中のCO2を直
接回収する技術（DAC：Direct Air Capture）、②CO2を分離・回収し、地中に貯留する技術（CCS：Carbon dioxide Capture and 
Storage）、③CO2の鉱物固定（炭素固定）技術の実証を行っており、実際に見て、触れて、体感することができます。

けいはんな発イノベーション ＠大阪・関西万博

カーボンニュートラル技術を３D映像や実験でわかりやすく解説
　「RITE未来の森」へは、専用シャトルバスで向かいます。通常は入れず、写真撮影も禁止されている大阪・関西万博の管理
区域を経由するため、それだけでも興味深いツアーです。最初に案内されるガイダンスホールは、CO2を固定化した建材や
最新の木造建築技術「CLT折版構造」を採用した空間となっており、万博会場の喧騒から離れて、地球環境に想いを馳せる
には十分なリフレッシュゾーンでした。子どもたちも理解できるような愛らしい映像や展示を通じて、持続可能な未来社会
の実現に向けた取り組みを学ぶことができます。
　会場プラントでは阪神甲子園球場５個分の森林が吸収するのと同等のCO2が回収できるとのことです。さらに、回収した
CO2を地下に貯留する技術などの説明を受けました。深刻化する気候変動に挑む、CO2削減の最前線を体感できる場所と
してSNS上での評価も高く、外国人来場者の多さが印象深かったです。

2030年、
スミのとある一日
生活の中で排出されるCO2を回収して、
エネルギーとして生活に使える暮らしは
5年後に実現するかも？？スミさんの一日
を通して、そんな暮らしをイメージできる
展示です。

ガイダンスホール
CLT（Cross Laminated Timber：直交集成板）
を外壁に採用したガイダンスホールは、耐火
性能を備えつつ、建築後の解体・再利用が容
易とのこと。ホール内の床材にも、CO2を鉱物
固定した材料が使われていました。立体映像
の中で、関西弁の女の子がCO2の基本知識や
環境技術を分かりやすく説明してくれます。

CO2を固定した舗装
CO2を固定したアスファルト路盤を使っ
た舗装技術が紹介されています。コンク
リートを破砕したもの1t当たり5～10kg
のCO2を固定できるそうです。

DACの未来図

©RITE

RITE未来の森の見学は
公式サイトからの
予約が必要です。

予約はこちらから！
※大阪・関西万博の

　入場チケットが必要です。

DAC：Direct Air Capture
DACで回収したCO2がその場で都市ガス
として変換・実利用される事例は、世界初。
巨大なファン付きダクトから空気を吸い込み、CO2を
取り出して回収。回収されたCO2の一部は下部の装
置を経由して、隣接する大阪ガスのメタネーション施
設へ運ばれ、メタンガスを生成。そのガスで迎賓館の
料理を調理しています。
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けいはんな発イノベーション ＠大阪・関西万博

「リアル」×「バーチャル」が切り拓く未来社会

奈良先端科学技術大学院大学
サイバネティクス・リアリティ工学研究室　

 

奈良先端科学技術大学院大学　サイバネティクス・リアリティ工学研究室
教授 清川 清

研究室HP https://carelab.info/ja/

MR技術を使った扉をくぐってバーチャル旅行しよう！
～けいはんな万博 in 夢洲での体験展示～
（NTTドコモ  Webサイト）

私たちの研究室では、コンピュータを使って人間の能力を広げ、生活をより豊かにすることを目指しています。今回、大阪・関西
万博に、私たちがVR（バーチャルリアリティ）技術を使って開発した、二つの少し変わった、面白い技術を出展しました。

　一つ目は、まるで『ドラえもん』の「ど
こでもドア」のような技術です。現実の
ドアを開けて向こう側へ行こうとする
と、現実の世界ではなく、コンピュータ
で作られたバーチャル空間が現れる、
というものです。VRを体験する際に、ど
うしてもバーチャル世界を本当のこと
のように感じにくい、という課題があり
ました。私たちは、この課題を解決した
いと考え、株式会社NTTドコモと一緒
に研究を進めて、この技術を実現させ
ました。現実のドアを開けて体を動か
す自然な動作を利用することで、バー
チャル空間への移り変わりが自然にな
り、VRの体験を本当のできごとだと感
じやすくなります。これにより、VRを
使った学習やトレーニングの効果を高
めたり、ゲームなどをより楽しんだりす
ることに繋がります。

　もう一つは、VRゴーグルを通して見
ることで、目の前にある食べ物の見た
目を、別の食べ物の見た目にリアルタ
イムで変えてしまう技術です。例えば、
そうめんがラーメンに見えたり、白飯
がカレーライスに見えたりします。これ
は、食事制限などで「本当は食べたい
けれど我慢している」という食べ物を、
「食べた気分」だけでも味わってもらい
たい、という発想から生まれました。東
京大学や電気通信大学とも協力し、技

術をさらに発展させてきました。この
技術は、健康的な食生活のサポート、
さらには将来的な食料問題の解決に
も繋がる可能性を秘めています。
　万博では、最新の技術を実際に自分
の目で見て、触れて、体験してくださ
い。そして、この技術が社会でどのよう
に役立つか、自分ならどう活用したい
かなど、色々な可能性について考える
きっかけにしてください。

バーチャル空間
現実空間
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けいはんな学研都市の人口 251,069人
クラスター（文化学術研究地区）の人口はほぼ横ばい

「新たな都市創造会議」第９回総会 開催報告

2025年4月1日現在
　　　文化学術研究地区101,523人　 
　　　周辺地区  149,546人
　　　都市合計  251,069人

枚方市

京田辺市

精華町交野市

生駒市

奈良市

四條畷市 木津川市

 氷室・津田地区 

善賢寺地区

高山地区

田原地区

木津地区
清滝・室池地区

平城・相楽地区

北田原地区

南田辺・狛田地区

平城宮跡地区

精華・西木津地区

田辺地区

16,579 
27,865 

45,993 
63,238 

77,899
86,329 

93,008 

100,261 101,874

101,646 101,523101,221 
111,699 

143,940 148,521 
149,588 

150,526

154,691 

155,427 

153,468 152,527 
152,177

149,546

153,155 128,278 
171,805 

194,514 
212,826 

228,425
241,020 248,435 

253,729 
254,401

253,823 251,069
254,376 

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

1986年 1991年 1996年 2001年 2006年 2011年 2016年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年
0

（注） 学研都市８市町全域の人口計は約１１７万人

（各年４月１日）

都市合計

周辺地区

学研地区

2025.5.30

　けいはんな学研都市がある地元行政地区（８市町）の合計人口は117万2,149人で、減少傾向にあります（前年比マイナス0.9％）。
一方、クラスター（文化学術研究地区）内の合計人口は10万1,523人で横ばい傾向（前年比マイナス0.01%）となっており、なかでも
外国人人口は前年比プラス10%以上の増加を示しています。

KEIHANNA TOPICS　けいはんなの動き　～2025.6

　けいはんな学研都市「新たな都市創造会議」は、“世界の未来への貢献”と“知と文化の創造”をビジョンに掲げて策定した「新たな
都市創造プラン」を推進していくため、2016年4月に設置した「けいはんな学研都市」のネットワーク型運営体制で、今回が最後の総会
となりました。
　6年ぶりの現地開催（オンライン併用）となり、国土交通省をはじめ国の9機関、10自治体、9大学、12研究機関のほか、財界・民間企
業・地元まちづくり団体などをあわせて約60名の顧問、委員にご出席頂きました。本都市の進捗状況、イノベーション推進およびけい
はんな万博の報告をもとに「新たな都市創造プラン」を総括し、今後のけいはんな学研都市に向けて出席者からさまざまな意見交換
が行われました。

　12の文化学術研究地区のひとつである高山地区の
第2工区（約288ha）のうち、先行して整備をすすめる
南エリアにおいて、土地区画整理事業によるまちづく
りに向け、2024年12月25日に「学研高山地区南エリア
土地区画整理準備組合」が設立。
　また同日、南エリアに続くゲートエリアにおいても
「学研高山地区ゲートエリアまちづくり協議会」が設
立。
　第2工区の更なる事業の具体化に向けて取り組み
が進んでいる。

学研高山地区第2工区 
　デジタル庁の受託事業「複数モビリティの分散協
調運行のための基盤構築に関する実証調査研究」
により、(一社)京都スマートシティ推進協議会が
2025年2月から3月にかけて実証を行った。
　機種の異なる複数モビリティが同一空間で分散
協調して運行するための調査・分析を目的としてお
り、2月27日には、ロボットによる配送サービスを想
定し、アームを搭載した自律走行ロボットと自動運
転車の協調による配送物受け渡しや、屋外から屋内
への搬送等を行った。

複数モビリティの分散協調運行の実証

学研高山地区
南エリア

学研高山地区
ゲートエリア

奈良先端科学技術
大学院大学

（Google マップより） 

けいはんな
インジケーターマップ

https://www.kri.or.jp/
future/indicatormap/



CO2から固体炭素製造の共同研究を開始

KEIHANNA TOPICS　けいはんなの動き　～2025.6

14

2025.3.13

2025.3.16

プレスリリース
https://www.doshisha.ac.jp/news/
detail/001-cCeswY.html

　同志社大学とENEOS Xplora株式会社は、CO2からの固体炭素を製造す
る技術の実用化を目指し、共同研究を開始しました。
　この研究では、地球温暖化の原因となるCO2を資源とし、溶融塩を用い
た電気化学反応プロセスを採用。CO2を100%原料とした固体炭素製造
技術の確立と商業化に向けたスケールアップを目指しています。固体炭素
は製品の性能を向上させるための高機能な炭素素材として需要が高く、
今回の技術ではCO2を有用な材料に変えることで、大気中のCO2を減らす
ことが可能となります。

科学に触れ、進路のヒントに　
８大学の学生・中高生と研究者らが交流

　学生のための教養講座「けいはんな科学コレクション」が、国際高等研究所で開催されました。この取り組みは、若い世代が科
学技術や社会課題に関心を持ち、将来の進路を考える機会を提供するため、京都、大阪、奈良、兵庫の計８大学の学生が企画・運
営したものです。周辺の中高大学生が、けいはんなの研究者ら約６０人と多彩なイベントを通じて交流しました。
　国際高等研究所が、けいはんな「大学・研究機関」共創会議の協力を得て実施する人材育成プログラムで、昨年９月からイベント
への参加や研究者へのインタビューなどの活動を続けてきました。
　当日は、ATRや理化学研究所、大学の研究者らが、「異分野研究者対談」「女性研究者対談」などに参加、研究にかける思いや
ワークライフバランスについて語り、中高大学生との交流も行いました。また、体験型ワークショップやクイズラリー形式でのけい
はんなの研究紹介なども行われました。

学生の学生による学生のための教養講座けいはんな科学コレクション
https://univer01.wixsite.com/iias-kkc

【運営】学生の、学生による、学生のための教養講座　
【実行委員会】京都大学、大阪大学、神戸大学、奈良女子大学、京都府立大学、大阪公立大学、奈良県立大学、同志社大学の大学生・
　　　　　　大学院生２４名で構成。



「けいはんなリサーチコンプレックス」
事業の一環として実施した活動が結実

　島津製作所は、マルチデバイス生体計測システム「HuME（ヒュー
ム)」（Human Metrics Explorer）TMを発売しました。「HuME」は、筋
電位、心拍や心電、脳波、行動などの複数の生体信号と動画データ
を統合し、人の心理状態や感性、感情の解釈を支援するシステムで
す。食品や化粧品、自動車などの製品開発や、生体計測を用いた感
性工学、人間工学、心理学などの研究・教育などへの貢献を目指し
ています。
　表情筋デバイスに搭載する技術は、同社と関西文化学術研究都
市推進機構、京都大学、株式会社プロキダイとの共同研究の成果で
す。この研究は、科学技術振興機構(JST)の支援を受けた「けいはん
なリサーチコンプレックス」事業の一環として実施されたものです。

2025.4.22
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けいはんなの「最先端科学技術」と「歴史・文化・自然」をめぐる外国人ツアー

けいはんな万博2025記念  新けいはんな風土記

KEIHANNA TOPICS　けいはんなの動き　～2025.6

プレスリリース
https://www.shimadzu.co.jp/news/2025/
i3nah9hh_x32bjns.html

　大阪・関西万博を契機に訪日し、けいはんなを訪れる外国人が増えています。4月23日に開催されたEXPO KYOTO MEETINGで
は、翌日、セッション登壇者を対象としたテックツアーが企画され、その中の１コースに「けいはんな地区」が選ばれました。ポーラ
ンド、東ティモールの環境活動家などが参加し、和束町の石寺茶畑（京都府景観資産登録1号）の見学や、煎茶の入れ方体験、3月
に開業した福寿園の山城館では、明治大正時代の茶問屋を再現した街並みを楽しみました。そのあとATR/理研のアバター共生社
会を目指す研究開発状況などを視察し、「けいはんな万博」のテーマでもある「最先端科学技術」と「歴史・文化・自然」を同時に
実感していただく機会となりました。
　ほかにも、オーストリアやオランダ、ブラジルなど各国からの視察団がけいはんなの研究施設やKICK（けいはんなオープンイノ
ベーションセンター）を訪問しています。

　世界が直面する課題の克服法を考える中で、お茶と平和の
文化の普及に向けて、けいはんなの歴史をひもとき、改めて対
話の促進をはかることがひとつの解決策にならないだろうか。
　けいはんな万博を記念してこのたび発刊されました。

小路田泰直／編
(2025年4月敬文舎 刊）
2,000円（税込）
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Event Information

けいはんなプラザのイベント情報はこちら　https://www.keihanna-plaza.co.jp/event/

第4回けいはんなmeta鼎談（経済倫理×経済人類学×企業経営） 

けいはんなふれあいコンサート2025

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ

8/3日
開場 13:15
開演 14:00

7/12土
14:00～

　地球温暖化について学ぼう！
　　夏休み工作・実験教室

けいはんな万博セミナー 
　未来創造セッション２０２５

8/ 7木

8/ 7木
8/ 8金
・

国際高等
研究所

RITE

同志社大学
京田辺
キャンパス

奈良市立
北部
図書館

奈良先端
科学技術
大学院大学

■参加費  ：  無料
■問合せ  ： けいはんな万博2025運営協議会
　　　　　   Email:info@keihannaexpo.org

・Bling-Bang-Bang-Born
・アンパンマンマーチ
・ジャンボリミッキー
・序曲（ドラゴンクエストⅣより）
・ディズニーランド・セレブレーション
・聖者の行進　ほか

■出演  ：  オオサカ・シオン・ウインド・
　　　　  オーケストラ・ソロイスツ
■対象  ：  0歳から入場可
■料金  ：  前売券1,500円 当日券2,000円
　　　　　※3歳未満で膝上鑑賞に限り無料
　　　　　　　 （演奏が聴ける授乳室もあり）
■問合せ  ：  けいはんなふれあいコンサート実行委員会
　                   精華町企画調整課 TEL.0774-95-1900

アニメ音楽からクラシックまで、
0歳から入場できる家族みんなで
楽しめるコンサートです。

「資本論」  資本主義の未来を探る　  

講演者  ：  経済倫理：占部 まり氏（内科医、宇沢国際学館 代表取締役）
 　　　    経済人類学：松村 圭一郎氏（岡山大学 准教授）　
                企業経営：熊野 英介氏（アミタホールディングス（株）代表取締役会長 兼 CVO） 
会場  ：  国際高等研究所 コミュニティホール

■定員  ：  40名（会場参加）、100名（オンライン参加） 
■参加費  ：  無料 
■申込方法  ：  ホームページからお申込みください。 
　　　　　　　　　　（6月上旬に受付開始予定） 
■問合せ   ：  ＜「新たな文明」の萌芽、探求を！＞
　　　　　　プロジェクト事務局　
　　　　　　Email:goethe0828@iias.or.jp 

小学生高学年向け夏休みワークショップを開催!

　同志社大学「サマーキャンプ」開催！

　大阪・関西万博をテーマにした企画展示

この夏、君も少しだけ大学生になろう！

■参加費  ：  無料 
■対象  ：  小学4～6年生 
■定員  ：  各回20名 ※応募者多数の場合は抽選となります。
■申込期間  ：  7月1日（火）～7月22日（火）ホームページよりお申込み下さい。
■問合せ  ：  地球環境産業技術研究機構
　　　　　　  E-mail：outreach@rite.or.jp

■対象  ： 中高生、保護者、中高教員
■申込み  ：  ホームページでご案内の予定です。

理系に興味がある中高生の皆さん、
この夏、ちょっとだけ“大学生”を体験してみませんか？
ご応募お待ちしています！

電気・化学・情報などを含む5つのテーマから好きな分野を選んで、実
験や理系分野の講義を体験してみませんか？理工学部のOGによる
キャリア講演や、理系入門英語の特別講義、現役生とのぶっちゃけ相
談会やキャンパスツアーなどなど、楽しい企画が盛りだくさんです！

国立国会
図書館
関西館 けいはんな学研都市の７大学と国立国会図書館関西館が連携し、

開催する市民向け公開講座です。
詳細は推進機構ホームページで7月中旬公開予定。

■開催方法  ：  リアル開催（国立国会図書館関西館） ＋  後日アーカイブ配信
■参加費  ：  無料
■申込方法  ：  7月中旬より、推進機構ホームページもしくは電話にて受付
■問合せ  ：  （公財）関西文化学術研究都市推進機構 
　　　　　  市民公開講座2025担当
  　　　　　TEL.0774-95-6125　E-mail：khn-shiminkouza@kri.or.jp

占部 まり氏 松村 圭一郎氏 熊野 英介氏

奈良先端大の魅力を楽しく学べる！
親子で楽しめる研究内容の展示や体験型プログラム、
受験生向けのイベントなどの実施に加え、
フリーマーケットやキッチンカーなど、
楽しいイベント盛りだくさんです。

9/ 5金

9/ 27土

9/12金
9/26金

今
年
も
や
り
ま
す

け
い
は
ん
な 

秋
の
コ
ア
イ
ベ
ン
ト

　けいはんな学研都市７大学連携
　　市民公開講座2025

　ナイスポ! NAIST EXPO 2025

13:00～

①10：00～11：30
②15：00～16：30

13:00～

13:00～

15:00～
　17:30

15:00～
　17:30

15:00～
　17:30

6/28土
7/27日
8/31日

文化編 「文化と未来」

技術編 「技術と人材育成」

地域編 「地域愛と産業」

■入場料  ：  無料（一部有料プログラム有）
■問合せ  ：  企画総務課 渉外企画係
　　　　　  TEL: 0743-72-5026 / 5063

夏休み
期間中
（予定 ) ２０２５年大阪・関西万博に関する資料や本の展示などをおこないます。

くわしくは、７月（予定）、奈良市立図書館ホームページや奈良市立図書館公式Ｘでお知
らせします。
この夏、奈良市立北部図書館にぜひおこしください。

実験を通して地球温暖化について楽しく学びましょう！

けいはんなの未来をともに考え、ともに学び、ともに創り上げましょう！

●6月28日（土）

●7月27日（日)

●8月31日（日）

10月2日木～3日金

10月2日木～3日金

けいはんな
オープンイノベーションセンター
（KICK）

京都スマートシティエキスポ2025

ATRオープンハウス2025

けいはんなR&Dフェア2025
科学で描こう ～けいはんなの未来キャンバス～　

けいはんな万博のグランドフィナーレを飾る今年は、国際色豊かな
セッションや万博にゆかりのあるゲストが登壇します。

京都フードテックエキスポ2025 京都の食文化と最先端技術との融合を目指し、食に関連する
企業や研究者が一堂に会します。

https://smartcity.kyoto/expo2025/

 ATR

先駆的研究と事業活動の成果を関連会社・連携機関とともに講演と
展示・デモでご紹介。ATR40周年記念事業：温故知新シンポジウム
（10月4日（土）13:30～16:00）も開催します！ https://www.atr.jp/

10月4日土
 けいはんなプラザ

サイエンスショー、研究者による講演、体験デモ、
ワークショップ、展示等を予定。
※2025年のHPは、8月上旬公開予定。 https://keihanna-fair.jp/



夏の星や宇宙に関連したお話や、工作･観察を行
い、子どもたちが天体や科学に親しみながら学べる
体験型イベントです。望遠鏡を使った星の観察など
を行い夜空への興味を深めることができます。
<開催予定日時>
8月下旬(詳細な日程は追ってHP等に記載)

　「ロボットを作りたい！」最初はそんな単純

な動機でした。でも、いざNASCの一員とし

てアバターチャレンジに参加すると、考えな

ければならないこと、事務作業、次々に発生

する課題…その難しさを痛感しました。

　それでも、アイデアはどんどん湧いてくる

んです。特に、NASURAくんのヘッドマウン

トディスプレイに自分たちの顔を映してアバ

ターとして活用するアイデアを思いついた

ときは、すごくワクワクしました！

　ロボット開発だけでなく、けいはんな万博

で他の大学チームと交流する中で、「地元・

けいはんなをもっと盛り上げたい！」という

気持ちも強くなりました。

　技術はもちろんのこと、チームワークや地

域社会への貢献意識…本当に多くのことを

学べた、貴重な経験でした。

NASCが

けいはんな万博ロボット・アバター・ICTフェス
（アバターチャレンジ）にかけた思い

５月２５日に開催されたアバターチャレンジに、NASCは特定非営利活動法人

けいはんなアバターチャレンジの支援を受け、出場しました。

ロボットの開発を担当したメンバーの一人、

  新川くん（修士2年）に、この挑戦を振り返ってもらいました。

企画参加者
募集中！

NASCは企画参加者を学内外から募集しております。
ご興味がある方は以下のメールまでご連絡いただけますようお願いいたします。
our.nasc@gmail.com https://naist-nasc.jp/

夏の星空教室
PRESENTED BY NASC

イベントの
お知らせ

NASC（NAIST Science Communicators）は、
奈良先端科学技術大学院大学公認の学生サークルであり、
認定団体の中でも特に歴史のある組織の一つです。
私たちは、地域の子どもたち（主に小学校低学年）を対象に、
実験や工作を通じて科学の楽しさを伝える活動を行っています。



夢洲駅からけいはんなプラザへのアクセス
OsakaMetro 中央線 奈良交通バス

奈良交通バス[56][59]系統  祝園駅行
「けいはんなプラザ」バス停下車
(所要時間：約15分)

直通
(所要時間：約１時間)

けいはんな学研都市 広報誌 ･ けいはんなView[ビュー]
June 2025 Vol.65

夢洲駅 学研奈良登美ヶ丘駅 けいはんなプラザ

読者アンケートに
ご協力ください

けいはんな万博

けいはんな万博開幕から2か月が経過しました。けいはんなでも、夢洲
でも、会場は笑顔と活気に包まれ、その様子はSNSや新聞などのメ
ディアにも多数取り上げられています。




